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第４章 本計画の将来像及び基本方針・目標 
4-1 求められる公共交通の役割及び課題から導き出される将来像・基本方針 
(1) 将来像及び基本方針 

第 2 章で整理した上位・関連計画で求められる公共交通の役割及び第 3 章で整理した本地域におけ

る課題を踏まえ、本地域における将来的な地域公共交通網の将来像と、将来像の実現に向けた基本方針

は以下のとおりです。 

 

【北空知 4町地域公共交通計画の将来像】 

次世代につながる最適な公共交通網の構築 

 

基本方針①： 
利便性を確保した合理化等の実施による 

持続的な公共交通の確保 

対応する 

課  題 
1,2,3,4,5,6,7,8,9,10 

・本地域の将来を見据えた、持続可能で活力ある地域づくりや観光振興などにも寄与する公共交

通ネットワークを構築することが重要です。 

・また、現状及び課題等を踏まえると、地域の実情を踏まえた公共交通を確保するため、利用実態

に応じた運行規模の適正化を図りながら、交通モード間の接続性を高めるダイヤの見直しや地

域内拠点の機能強化など、広域交通、地域間交通及び生活圏交通が有機的に繋がった最適な公

共交通網の確保に努める必要があります。 
  

基本方針②： 公共交通の利用促進・持続性の確保 
対応する 

課  題 
1,2,4,5 

・本地域における公共交通網の維持にあたっては、基本方針１で掲げる公共交通ネットワークの

構築や運行規模の適正化などのみならず、公共交通を利用してもらうことが重要です。 

・また、持続可能な公共交通の実現に向けては、住民だけでなく、本地域外から訪れる方にも利用

してもらうことも重要であり、住民・来訪者の両者にとって、公共交通が利用しやすくなるよ

うな利用促進策が必要です。 
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(2) 基本方針の実現に向けた目標 

基本方針の実現に向けた目標は以下のとおりです。 
 

基本方針１： 利便性を確保した合理化等の実施による持続的な公共交通の確保 

 

目標① 
多様な目的へ対応し、利便性の向上及び目的地までの速達性に配慮した 
広域交通の確保 

 
本地域で実現する利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向けては、住民をはじめとする

多様な利用者の広域的な移動に対応した円滑な広域交通を確保していくとともに、「ＪＲ留萌本線
沿線自治体会議」での協議・検討結果を踏まえた、円滑な交通モードの検討を行っていく必要があ
ります。 

 

目標② 利便性の高い生活移動の実現に向け、最適化を図った持続可能な地域間交通の確保 

 
利便性の高い地域間交通の確保に向けては、広域交通、地域間交通及び生活圏交通の各交通が継

ぎ目無く利用できる環境整備を進めるとともに、利用実態に応じた運行規模の適正化も進める必
要があります。 

 

目標③ 地域内での生活を豊かにする生活圏交通の確保 

 
本地域に安心して住み続けるための生活圏交通の確保に向けては、地域内拠点において広域交

通・地域間交通との接続性を確保した交通体系を構築するとともに、郊外部・農村部から各市街地
までアクセス可能な交通モードの確保も進める必要があります。 
 

基本方針２： 公共交通の利用促進・持続性の確保 

 

目標④ 公共交通を住民及び来訪者に知ってもらう、使ってもらうための利用促進策の展開 

 
本地域を運行する各公共交通を維持していくためには、住民や本地域への来訪者などに、広域交

通・地域間交通・生活圏交通を知ってもらい、利用してもらう取組の実施のほか、便利に利用でき
る環境整備を進める必要があります。 
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(3) 課題と基本方針の対応関係 

 

 
 

  

① ②

1 ● ●

2 ● ●

3 ●

4 ● ●

5 ● ●

6 ●

7 ●

8 ●

9 ●

10 ●

基本方針② 公共交通の利用促進・持続性の確保

目標④
公共交通を住民及び来訪者に知ってもらう、
使ってもらうための利用促進策の展開

将来像

次世代につながる最適な公共交通網の構築

基本方針・目標

基本方針①
利便性を確保した合理化等の実施による
持続的な公共交通の確保

目標①

目標②

目標③

多様な目的へ対応し、利便性の向上及び目的地までの
速達性に配慮した広域交通の確保

利便性の高い生活移動の実現に向け、最適化を図った
持続可能な地域間交通の確保

地域内での生活を豊かにする生活圏交通の確保

生活圏交通の充足による交通空白地域の減少及び
生活の足の確保

■地域間交通
アフターコロナを見据えた公共交通による生活
目的及び観光目的での円滑な移動の支援

・地域中心都市である留萌市、深川市、滝川市と本地域の
　地域内拠点を結ぶ交通
・通勤、通学、買い物、通院等の地域間を跨ぐ生活目的で利用

利用者負担の軽減に向けた施策・取組の検討

JR留萌本線沿線自治体会議での協議結果を
踏まえた、円滑な交通モードの検討

■生活圏交通
住民等の円滑な広域移動を支えるJR函館本線及び
高速るもい号の維持

基本方針との
対応状況

■広域交通
利用者数等に応じた広域交通・地域間交通・生活
圏交通の確保・維持

・各自治体の地区と地域内拠点を結ぶ交通
・地域内の買い物や通院などの生活目的で利用

JR留萌本線のあり方と連動した留萌旭川線に
おける運行水準の見直しを検討

利用実態に応じた運行規模の適正化による
持続可能な地域間交通の確保

・中核都市である旭川市、札幌市及び地域中心都市である留萌市、
　深川市と本地域の地域内拠点を結ぶ交通
・通勤、通学、買い物、通院、観光等の多様な目的で利用

自家用車に依存しない交通体系の構築

各交通モード間の接続性向上によるシームレスな
交通体系の確保

【上位・関連計画で求められる公共交通の役割】 個別課題等
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4-2 目標に基づく施策 
各目標の達成に向けた施策及び取組内容は以下のとおりです。 

 

目標① 
多様な目的へ対応し、利便性の向上及び目的地までの

速達性に配慮した広域交通の確保 

対応する

課 題 
1,3,4,6,7,8 

 

本地域の広域ネットワークの確保に向け、本計画で位置付けられる交通モードごとに、地域間交通・生

活圏交通からの円滑な広域交通への乗り換えのほか、サービス水準の見直しや利用者数に応じた持続可

能な交通モードへの転換など、利便性を高める取組を実施、検討します。 

 

施 策 ① ＪＲ留萌本線沿線自治体会議における検討・協議結果を踏まえた広域交通の確保 
 

目 的 等 
地域間交通や生活圏交通からの乗継などを考慮し、輸送量向上を目指し

ます 

取 組 概 要 

・通学目的の利用が最も多く、買い物や通院などの移動も一定数あるこ

とから、各交通モードの利用者数を増加させるなど利用促進に向けた

取組を進めます 

・各交通モードの維持・確保に向け、協議の実施や効率化を図りながら

関係自治体が一体となった検討を進めます 

・令和 8年 4月に予定されているＪＲ留萌本線の廃止までは同様のサー

ビス水準の維持に向けた取組を進めながら、代替交通への移行につい

て検討します 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、ＪＲ北海道、バス事業者 

取組内容 

北海道 

・ホームページ等を活用した情報発信を行います 

・沿線自治体会議における議論を踏まえ、計画に位置付ける各路線の持

続的な運行に向けた方策を検討します 

北空知４町 

・ホームページや広報誌での情報発信を行います 

・沿線自治体会議における議論を踏まえ、計画に位置付ける各路線の持

続的な運行に向けた方策を検討します 

ＪＲ北海道 

・ＪＲ留萌本線の廃止に伴う代替交通の確保等に係る支援措置を行いま

す 

・沿線自治体会議における議論を踏まえ、代替交通への移行に向けた関

係者間による協議に必要な情報や資料等を提供します 

バス事業者 

・沿線自治体会議における議論を踏まえ、乗車人員など利用動向に係る

データの提供や関係者からの運行に係る要望の実現性の検証、費用負

担のシミュレートなどを実施します 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

利用促進に

向けた取組 

     

持続可能な

交通モード

への転換 

     

 

 

 

 （R8.3 石狩沼田～深川） 移行 

ホームページ・広報誌を活用した情報発信 

JR留萌本線の廃止に向けた検討・協議 

（R5.3留萌～石狩沼田） 
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施 策 ② 他公共交通機関と連携したＪＲ函館本線の利用促進 
 

目 的 等 他公共交通からのシームレスな接続による輸送量向上を目指します 

取 組 概 要 

・旭川・深川方面や滝川・札幌方面を結ぶ広域交通としての位置付けを

確保します 

・利用者数の増加に向け、他公共交通機関と連携し、利用促進に向けた

取組を進めます 

・地域間交通及び生活圏交通の見直しを行い、接続状況の改善などによ

る輸送量向上を目指します 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、ＪＲ北海道、バス事業者 

取組内容 

北海道 

・路線の利用促進やＪＲ留萌本線の廃止に伴う代替交通との接続を含め

た利便性の向上に向けて、必要な助言を行います 

・バス乗換案内時刻表の作成やホームページでの情報発信を行います 

北空知４町 

・町内の公共交通マップを作成し、ホームページや広報誌での情報発信

を行います 

・運賃助成などの利用促進策を検討・実施します 

・地域の移動実態を踏まえ、必要に応じて生活圏交通のダイヤの見直し

を検討するなど、路線の接続状況の改善を図ります 

ＪＲ北海道 ・乗継利便性の向上を目的としたバス事業者への情報提供を行います 

バス事業者 

・ダイヤ変更に伴い、路線の接続を見直す必要がある場合には、事前に

取組主体間で情報共有を図り、シームレスな接続を確保します 

・輸送量向上に向けて、利用実態データに基づいた必要な取組を協議会

に提案します 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

利用促進に

向けた取組 

     

接続状況の

改善に向け

た検討・協

議 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運賃助成などの利用促進策の検討・実施 

検討・協議の実施→必要により改善 

バス乗換案内時刻表の検討、作成  

公共交通マップの検討、作成 
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施 策 ③ 他公共交通機関と連携した高速るもい号の利用促進 
 

目 的 等 高規格道路を活用した広域交通の輸送量向上を目指します 

取 組 概 要 

・広域交通としての位置付けを確保します 

・利用者数の増加に向け、他公共交通機関と連携し、利用促進に向けた

取組を進めます 

・地域間交通及び生活圏交通の見直しを行い、接続状況の改善などによ

る輸送量向上を目指します 

・地域間交通及び生活圏交通からの円滑な乗継に向け、各町内における

乗換拠点の形成の検討を行います 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、ＪＲ北海道、バス事業者 

取組内容 

北海道 

・路線の利用促進や他の公共交通機関からの接続状況の改善に向けて、

必要な助言を行います 

・バス乗換案内時刻表の作成やホームページでの情報発信を行います 

北空知４町 

・町内の公共交通マップを作成し、ホームページや広報誌での情報発信

を行います 

・運賃助成などの利用促進策を検討・実施します 

・地域の移動実態を踏まえ、必要に応じて生活圏交通のダイヤの見直し

を検討するなど、路線の接続状況の改善を図ります 

・まちづくりと連携が図られた乗換拠点を検討します 

ＪＲ北海道 ・乗継利便性の向上を目的とした情報提供を行います 

バス事業者 
・輸送量向上に向けて、利用実態データに基づいた必要な取組を協議会

に提案します 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

利用促進に

向けた取組 

     

接続状況の
改善に向け
た検討・協

議 

     

乗換拠点の
形成に向け
た検討・協

議 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討・協議の実施→必要により改善 

検討・協議の実施→必要により形成 

運賃助成などの利用促進策の検討・実施 

 

バス乗換案内時刻表の検討、作成  

公共交通マップの検討、作成 
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施 策 ④ 留萌旭川線の運行サービス水準の向上 
 

目 的 等 
現状維持を図るとともに高規格道路を活用した広域交通の維持を目指

します 

取 組 概 要 

・広域交通として位置付け、地域間幹線系統確保維持費補助金を活用し、

路線維持を図ります 

・利用者数の増加に向け、他公共交通機関と連携し、利用促進に向けた

取組を進めます 

・地域間交通及び生活圏交通の見直しを行い、接続状況の改善などによ

る輸送量向上を目指します 

・現行の留萌旭川線と同程度のサービス水準の維持を基本としたサービ

ス水準の設定について検討を進めます 

・また、高規格道路を活用し、速達性を持たせた広域交通として、利用

が多い時間帯など利用実態に即した一部の便のサービス水準の向上

を検討します 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、ＪＲ北海道、バス事業者 

取組内容 

北海道 

・ホームページ等を活用した情報発信を行います 

・沿線自治体会議における議論を踏まえ、今後の持続的な運行に向けた

支援等について検討します 

北空知４町 

・ホームページや広報誌での情報発信を行います 

・沿線自治体会議における議論を踏まえ、今後の持続的な運行に向けた

支援等について検討します 

ＪＲ北海道 
・沿線自治体会議における議論を踏まえ、乗継利便性の向上を目的とし

たバス事業者への情報提供を行います 

バス事業者 

・沿線自治体会議における協議状況を踏まえ、JRの代替交通手段として

の機能も考慮し、速達性に考慮した便や利便性を損なわない便数設定

などを検討します 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

利用促進に

向けた取組 

     

持続的な運

行に向けた

検討・協議 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
検討・協議の実施 

ホームページ・広報誌を活用した情報発信 
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目標② 
利便性の高い生活移動の実現に向け、 
最適化を図った持続可能な地域間交通の確保 

 
対応する 

課 題 
1,2,3,4,5,8,9 

 

地域間交通においても、生活圏の一つである滝川市や深川市などの地域中心都市までの移動手段の確

保は重要なものとなっていますが、広域交通と比較して、運行規模は小さく、より生活に直結した移動が

中心となっています。 

今後も限られた交通資源の中で公共交通サービスの提供を行うために、利用実態に応じて運行規模や

他の公共交通との接続性の最適化を図りながら、地域間交通の確保に係る施策を実施、検討します。 

 

施 策 ⑤ 利用実態や移動ニーズに即した路線の維持及び最適化 
 

目 的 等 
利用実態や住民の移動ニーズを踏まえ、利便性の向上や効率化などの路

線最適化による持続可能な地域間交通を目指します 

取 組 概 要 

・地域間交通として位置付けられるバス路線について、利用実態を踏ま

えた路線のあり方を検討します 

・利用者数が現況の補助要件を満たしている深滝線（雨竜経由）のバス

路線については、地域間幹線系統確保維持費補助金を活用しながら現

状維持に努めます 

・沼田線及び沼田深川線は、ＪＲ留萌本線廃止後の代替交通として、利

便性を維持するための対策について検討を進めます 

・北竜線など利用者数の確保が難しく、現況の補助要件を満たすことが

難しいバス路線については、利用実態を踏まえ、効率の良い地域間交

通の維持に向けて、起終点や運行区間が近い路線の最適化について検

討を進めます 

・路線の最適化を実施した際のサービス水準は、既存のサービス水準を

基本に設定し、検討を進めます 

・利用者数の増加に向け、他公共交通機関と連携し、利用促進に向けた

取組を進めます 

・地域間交通及び生活圏交通の見直しを行い、接続状況の改善などによ

る輸送量向上を目指します 

・滝川北竜線については、令和 4年 3月末に廃止となったため、北竜町

地域公共交通計画に記載されている代替交通の運行内容に準ずるこ

ととします 

・持続的な公共交通の運行体制を確保するため、バス運転手確保策につ

いて検討し実施します。 

・特定技能制度に基づく外国人材の受入に係る情報収集や受入可能性の

検討をします。 

・交通空白の解消の取組に係る情報収集や活用可能性の検討をします。 

・スクールバスの混乗や福祉車両の空き時間での活用等に係る情報収集

や活用可能性の検討をします。 

・バス事業者等の共同化・協業化等に係る情報収集や実施可能性の検討

をします。 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、バス事業者 

取組内容 北海道 

・各路線の利用実態に即した交通体系の構築に向けた議論の場の設定や

協議・検討について必要な助言を行います 

・バス乗換案内時刻表の作成や振興局ホームページでの情報発信を行い

ます 

・振興局が実施する合同企業説明会などでの広報活動をはじめとしたバ

ス運転手確保策の検討を事業者と連携して行います 

・交通空白の解消に向けて、ニーズに応じた交通サービスの検討に当た
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っては、乗合タクシーやライドシェア等のほか、スクールバスの混乗

や福祉車両の空き時間活用など、様々な制度や交通資源の活用につい

て先行事例などの情報収集、共有を行い、必要に応じ活用の可能性に

ついて検討する。 

・広域交通の最適化等の検討に向けて、バス事業者等の共同化・協業化

等に係る国の制度や先行事例など情報収集、共有を行い、必要に応じ

実施の可能性について検討する。 

・外国人材に関する国の制度や先行事例などの情報収集、共有を行い、

必要に応じ受入の可能性について検討する。 

北空知４町 

・各路線の利用実態に即した交通体系の構築に向けた議論の場の設定や 

 協議・検討を行います 

・町内の公共交通マップを作成し、ホームページや広報誌での情報発信

を行います 

・移住希望者などへの広報活動をはじめとしたバス運転手確保策の検討

を事業者と連携して行います 

 

バス事業者 

・乗車人員など利用動向に係るデータの提供や関係者からの運行に係る

要望の実現性の検証・費用負担のシミュレートなど、必要に応じ、利

用実態に即した交通体系の構築に向けた取組を実施します 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

路線維持に

向けた 

検討・協議 

     

 

 

 

路線の最適

化に向けた

検討・協議 

     

バス運転手

確保の検

討・実施 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北竜線：検討・協議を実施 検討結果を反映 

沼田線・深滝線：検討・協議を実施 

取組の検討 合同企業説明会などでの広報活動の実施 
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施 策 ⑥ 公共交通間の円滑な乗継に向けた地域内の交通拠点の形成 
 

目 的 等 
広域交通と接続する地域内の交通拠点の形成を行い、円滑な乗継環境及

び効率的な公共交通網の構築を目指します 

取 組 概 要 

・広域交通と地域間交通や生活圏交通が接続する地域内の交通拠点を各

町で形成します 

・地域内拠点の形成にあたっては、既存で活用されている拠点のほか、

各公共交通機関が接続している施設や町内交流拠点等を活用します 

・地域との協議及びニーズを踏まえ、新たな拠点形成についても検討し

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-1 本地域における地域内拠点 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 

北海道、北空知４町、ＪＲ北海道、バス事業者、北海道開発局、北海道

警察 

取組内容 

北海道 ・交通拠点の形成にあたり、町及び交通事業者間の調整を行います 

北空知４町 ・まちづくりと連携が図られた交通拠点の形成を検討します 

ＪＲ北海道 

バス事業者 

・乗継利便性の向上を目的とした情報提供を行います 

北海道警察 ・交通網構築に伴う許可申請等への対応を行います 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

交通拠点の

形成に向け

た検討・協

議 

   

 

  

 

 

  

 

検討・協議の実施 

町営バス停留所整備（北竜町） 
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目標③ 地域内での生活を豊かにする生活圏交通の確保  
対応する 

課 題 
1,2,3,4,10 

 
本地域内を運行する生活圏交通としては、各町独自の取組として、町営バス（コミュニティバス）や乗

合タクシー（デマンド交通）の運行を行っているほか、高規格道路を運行するバス路線との接続支援など
を行っています。 

こうした独自の取組をさらに推進するとともに、広域交通・地域間交通との接続性の確保も併せて取組
を実施・検討していきます。 
 

施 策 ⑦ 本地域に住み続けられる生活圏交通の検討 
 

目 的 等 
広域交通との接続も見据えた地域内の生活の足を検討し、生活圏交通の

確保・維持を目指します 

取 組 概 要 

・町内での買い物や通院等での移動に加え、町内の公共交通空白地域の

改善、広域交通との接続を目的とした交通の導入などを検討します 

・交通の導入にあたっては、地域の実情や広域交通との接続状況などを

踏まえる必要があるため、本計画との連動を図りながら検討します 

・導入が想定される交通の形態として、町営バス（コミュニティバス）

の運行や乗合タクシーの運行、スクールバスの住民混乗の実施、広域

交通と接続する地域内拠点までの住民向けの移動支援事業の実施な

ど、地域の実情にあったものを選択します 

・持続可能な生活圏交通の実現に向け、住民ニーズだけでなく、運行を

担うことが想定される地域の交通事業者（タクシー会社等）の事業継

続性も踏まえた検討を行います 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、町内交通事業者 

取組内容 

北海道 
・各主体の考え方を整理・集約し、広域交通・地域間交通との接続性の

確保について助言を行います 

北空知４町 

・公共交通空白地域の改善など持続可能な生活圏交通の実現に向け、議 

論の場の設定や協議・検討を行います 

・各町の状況に応じて、スクールバスの混乗など、移動支援の実施に努

めます 

町内交通 

事業者 

・実際の運行における乗降状況など利用実態を把握し、情報提供します 

 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

持続可能な

生活圏交通

の実現に向

けた検討・

協議 

     

地域の実情
を踏まえた
移動支援 

     

 

 

 

 

 

検討・協議の実施→必要により新たな交通の導入 

移動支援事業の実施（必要に応じて見直し） 
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目標④ 
公共交通を住民及び来訪者に知ってもらう、 
使ってもらうための利用促進策の展開 

 
対応する 

課 題 
1,2,4,5 

 
公共交通を確保し続けるには、住民や来訪者による利用が必要不可欠です。一方で、公共交通の運行状

況を知らないことや自家用車よりも不便といった印象があり、日常的な利用に繋がらないことが想定さ
れるため、より分かりやすく利用しやすい公共交通環境の整備に向け、情報発信の強化や先端技術を取
り入れたスマートで質の高い公共交通の実現に向けた取組を検討します。 
 

施 策 ⑧ 地域内外に向けた情報提供体制の強化 
 

目 的 等 公共交通と移動目的がリンクした分かりやすい情報提供を目指します 

取 組 概 要 

・本地域に関連する公共交通網が大きく変化することが予想されるた

め、分かりやすい情報提供を行います 

・本地域に居住する住民だけでなく、来訪者も活用できる情報の発信を

目的として、広報誌や各町ホームページなどの情報媒体を活用します 

・情報提供にあたっては、各公共交通機関の時刻表や移動ニーズが高い

施設までの移動例など、公共交通を使った移動を支援する内容を検討

します 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、バス事業者 

取組内容 

北海道 

・バス乗換案内時刻表の作成・ホームページ等を活用した情報発信を行

います 

・他地域の優良事例などを収集し情報共有を行います 

北空知４町 

・町内の公共交通マップを作成し、ホームページを活用した情報発信を

行います 

・主な訪問者として想定される観光客への情報提供に向け、各自治体の

観光部局や観光協会と連携した取組を検討・実施します 

バス事業者 

・自治体等と協力し、路線図等を地域の交通結節点に配架するとともに、

時刻表をはじめとしたデジタル情報を事業者ホームページに掲載し

ます 

〈令和４年度実施〉 

 ・ＨＰ上で全停留所時刻表、路線図、運賃表等を公開 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

情報提供体

制の強化 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域に望ましい情報提供の検討・実施 

バス乗換案内時刻表の検討、作成  

公共交通マップの検討、作成  
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施 策 ⑨ 公共交通の利用を促進する運賃助成の検討 
 

目 的 等 運賃助成による公共交通の利用者数増加を目指します 

取 組 概 要 

・地域住民や各町を訪れる方が自動車に依存せずに、移動できる環境づ

くりに向けた運賃助成事業を検討します 

・地域住民向けに、高齢者だけでなく通学世代や子育て世代も活用でき

るような対象者の設定を検討します 

・地域住民に加え来訪者向けに、各町や町内施設と連携し、地域内の活

性化及び公共交通の活性化が図られる割引制度などについて検討し

ます 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、商工会 

取組内容 

北海道 ・他地域の優良事例などを収集し情報共有を行います 

北空知４町 
・公共交通の利用者数増加に向けた、移動支援及び利用促進策の実施に 

努めます 

商工会 
・各町が行う移動支援及び利用支援策について、必要な助言や連携した

取組の実施に努めます 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

公共交通の

利用者数増

加に向けた

取組の実施 

     

 

 

  

 

運賃助成事業の実施（必要に応じて見直し） 
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施 策 ⑩ 先進技術を取り入れた移動の質の向上 
 

目 的 等 ＩＣＴモビリティサービスの提供による移動の質の向上を目指します 

取 組 概 要 

・オンラインでのデマンドなどの予約や事前決済など乗車前の負担軽減

策を検討します 

・ＱＲコード決済などの非接触型サービスを活用した支払時の負担軽減

策を検討します 

・本地域と地方都市間の移動や施設訪問時における各種サービスのシー

ムレス化を検討します 

・高規格道路を運行するバスの自動運転化による持続可能なサービスを

検討します 

取 組 主 体 

（連携団体・協力団体等） 
北海道、北空知４町、ＪＲ北海道、バス事業者、北海道開発局 

取組内容 

北海道 
・ＩＣＴ技術の活用に関する勉強会を開催し、シームレス交通の実現に 

ついて検討します 

北空知４町 
・先進技術を取り入れた移動の質の向上に向け、議論の場の設定や協議・ 

検討を行います 

ＪＲ北海道 
・ICカード「Kitaca」の利用可能エリアの拡大に向けて、検討・協議を

行います 

バス事業者 ・各町の協議状況を踏まえ、各路線への先進技術の活用を検討します 

北海道 

開発局 

・他県事例等を含めた先進技術を活用した実証事業について、情報提供

します 

スケジュール 

取組内容 
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

（2022） （2023） （2024） （2025） （2026） 

先進技術の

活用に向け

た検討・協

議 

     

Kitacaの

導入に向け

た取組 

     

 

  

導入に向けたＰＲ 各駅（岩見沢～旭川）への導入 

検討・協議の実施 
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4-3 目指す地域公共交通ネットワークと実現に向けて取り組む施策 
本地域で目指す地域公共交通ネットワークについて、地域間幹線系統や地域内フィーダー系統等の

観点から路線ごとの役割を明確化した上で、実現に向けて取り組む施策内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 
 

 

図 4-1 本地域で目指す地域公共交通ネットワーク  


